
　福沢集落では防災意識の向上を図るた
め、集落役員の皆さんと子どもたちが
いっしょに集落内を歩き、危険箇所を確
認しました（関連記事 15㌻）。

子どもの目で集落を点検
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まずは必要性の認識を
　地域防災最初の一歩は、地域でその必要性を確認す
ること。海内地域づくり協議会は７月６日、NPO 法人
ひょうご地域防災サポート隊の阿山耕三さんを講師に、
若杉館で研修会を開き、防災の地域づくりに向けた第
一歩を踏み出しました。その内容をお伝えします。

　
「
日
本
全
体
が
、
亜
熱
帯
の
気

候
に
近
づ
い
て
い
ま
す
」。
近
年
、

全
国
的
に
局
地
的
豪
雨
が
多
発
し

て
い
る
現
状
か
ら
、
阿
山
さ
ん
は

会
場
に
集
ま
っ
た
約
70
人
の
参
加

者
に
語
り
ま
し
た
。

　

阿
山
さ
ん
は
、
気
象
庁
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
、
豪
雨
発
生
状
況
を

こ
こ
10
年
間
（
平
成
10
年
～
平
成

19
年
）
と
、
20
年
前
を
比
較
。
そ

し
て
時
間
雨
量
50
㍉
を
超
え
る
大

雨
は
、
約
1.5
倍
か
ら
2.1
倍
に
増
加

し
て
い
る
現
状
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
20
年
ま
で
は
、
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
（
都
市
部
の
気
温

が
郊
外
部
に
比
べ
て
異
常
な
高
温

を
示
す
）
現
象
で
特
に
都
市
部
で

の
豪
雨
災
害
が
多
発
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
そ
の
現

象
と
無
縁
の
農
山
村
で
も
集
中
豪

雨
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
話
し

ま
し
た
。
ま
た
昨
年
の
11
月
に
洲

本
市
や
南
あ
わ
じ
市
で
発
生
し
た

豪
雨
（
11
月
観
測
史
上
最
大
）
を

例
に
、日
本
は
季
節
に
関
係
な
く
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
局
地
的
集

中
豪
雨
が
発
生
す
る
危
険
な
状
況

で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

　

豪
雨
の
怖
さ
は
、
水
害
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
雨
で
緩
ん
だ
地

盤
は
、
大
規
模
な
土
石
流
、
土
砂

災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
「
谷
あ
い
に
広
が
る
集
落
で
、

残
念
な
が
ら
安
全
な
場
所
が
少
な

い
の
が
実
態
で
す
」。
そ
う
話
し

な
が
ら
、
阿
山
さ
ん
は
兵
庫
県
が

作
成
し
た
海
内
地
域
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
（
土
石
流
・
山
腹
崩
壊
な

ど
の
危
険
箇
所
を
示
し
た
地
図
）

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
マ
ッ
プ
を
見
て
「
う
ち
の

集
落
、
全
滅
や
な
」「
う
ち
と
こ

も
あ
か
ん
わ
」
な
ど
と
も
ら
す
参

加
者
の
皆
さ
ん
。
阿
山
さ
ん
の
具

体
的
な
お
話
か
ら
、
会
場
の
皆
さ

ん
は
危
機
感
を
高
め
る
と
同
時

に
、
災
害
へ
の
備
え
の
必
要
性

災 害に強いまちをつくる
自主防災

自助
共助

ＮＰＯ法人ひょうご地域防災サポート隊

阿山耕三　（あやま・こうぞう）

　地域の防災活動を支援するため、
平成 18 年に設立した特定非営利法
人。阪神淡路大震災などの経験を踏
まえ、自治会などを対象に災害行動
計画づくりの支援活動を展開中。阿
山さんは昨年 11 月、利神小学校区
の４つの地域づくり協議会主催の防
災研修会で、講師も務める。←

歩き続ける佐用町●災害に強いまちをつくる

季
節
に
関
係
な
く

　
　

  

起
こ
る
集
中
豪
雨

谷
あ
い
の
集
落
に

     
安
全
な
所
は
少
な
い

さ
ん

�
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を
共
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
施
設
整
備
で
の
防
災
対
策
は
、

限
界
に
き
て
い
ま
す
」
と
は
っ
き

り
と
言
い
切
る
阿
山
さ
ん
。

　

災
害
列
島
の
日
本
で
は
、
か
ね

て
か
ら
災
害
に
強
い
国
土
を
つ
く

る
こ
と
に
力
が
注
が
れ
て
き
ま
し

た
。
す
な
わ
ち
、
公
共
事
業
に
よ

る
ハ
ー
ド
整
備
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
効
果
を
補
完

し
、
ま
た
最
大
限
に
引
き
出
す
に

は
「
地
域
住
民
の
主
体
的
な
取
り

組
み
が
不
可
欠
」
と
阿
山
さ
ん
は

語
気
を
強
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
全
国
各
地
の
自
然
災

害
の
検
証
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た

「
災
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
る
」

た
め
最
も
重
要
な
結
論
。
そ
れ
は

「
自
助
と
共
助
」
と
話
し
な
が
ら
、

阿
山
さ
ん
は
「
公
助
」
の
限
界
を

に
じ
ま
せ
ま
し
た
。

　

全
国
で
は
、
数
々
の
自
主
防
災

組
織
が
組
織
さ
れ
、
個
人
、
家
庭
、

隣
保
、
集
落
な
ど
、
地
域
の
防
災

力
を
高
め
る
た
め
、
様
々
な
主
体

的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
自
主
防
災
組
織
の
力
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
は
「
地
域
の
誇
り

を
大
切
に
し
、
子
ど
も
や
高
齢
者

に
や
さ
し
く
、
お
互
い
に
支
え
る

仕
組
み
が
あ
る
こ
と
が
重
要
」
と

普
段
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
大
切
さ
を
話
す
阿
山
さ
ん
。

　

そ
し
て
、
お
互
い
の
絆
き
ず
な
を
深
め

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
一
環
と

し
て
、
防
災
訓
練
な
ど
を
交
え
な

が
ら
災
害
時
の
行
動
計
画
、
地
域

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
を
勧
め
ま
し

た
。
ま
た
「
普
段
や
っ
て
い
て
も

緊
急
時
に
は
、
な
か
な
か
で
き
な

い
。普
段
で
き
て
い
な
い
こ
と
は
、

緊
急
時
に
は
絶
対
で
き
ま
せ
ん
」

と
断
言
し
な
が
ら
、
防
災
訓
練
を

繰
り
返
し
実
践
す
る
こ
と
の
必
要

性
を
語
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
地
域
が
で
き
る
災
害

へ
の
備
え
。
そ
れ
は
、
自
主
的
な

自
助
・
共
助
の
意
識
で
災
害
に
立

ち
向
か
う
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
の

健
闘
を
祈
り
ま
す
」
と
、
約
70
人

の
参
加
者
に
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
ま
し
た
。

※
今
回
の
阿
山
さ
ん
の
講
義
は
、

８
月
13
日
（
金
）
か
ら
２
週
間
、

佐
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
映
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

石
井
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
役

員
約
30
人
が
７
月
10
日
、
広
報
７

月
号
で
ご
紹
介
し
た
多
可
町
中
村

町
へ
研
修
に
出
向
き
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
研
修
は
同
協
議
会
の

防
災
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
の

き
っ
か
け
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

　

参
加
し
た
同
協
議
会
の
皆
さ
ん

は
、
中
村
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
中
村
町
防
災
委

員
会
の
皆
さ
ん
か
ら
、
防
災
行
動

計
画
作
成
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
、

計
画
完
成
後
の
様
々
な
取
り
組
み

を
学
び
、
プ
ロ
セ
ス
共
有
の
大
切

さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

プ
ロ
セ
ス
共
有
の

大
切
さ
を
学
ぶ

石
井
地
域
づ
く
り
協
議
会
が

多
可
町
中
村
町
を
視
察

熱心に聴講する海内地域の皆さん

←防
災
施
設
を
補
完
す
る

 「
地
域
住
民
の
主
体
性
」

普
段
で
き
て
い
な
い
こ
と
は

 

緊
急
時
に
絶
対
で
き
な
い

中村町での研修のようす
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昨
年
８
月
の
台
風
９
号
に
よ
る
集

中
豪
雨
は
、
雨
量
・
被
害
と
も
佐
用

町
で
過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
兵
庫
県
は
、
千
種
川
水
系
の

河
川
改
修
を
平
成
21
年
度
か
ら
25
年

度
の
５
か
年
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
の
改
修
河
川
は
、
５
㌻
の
イ

ラ
ス
ト
の
と
お
り
で
、
総
延
長
は

54
・
59
㌔
。
２
月
か
ら
流
域
の
集
落

で
説
明
会
を
進
め
て
お
り
、
11
月
か

ら
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

事
業
費
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
災
害
復
旧
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
（
約
３
０
０
億
円
）

②
災
害
関
連
事
業  （
約
21
億
円
）

③
災
害
復
旧
等
関
連
緊
急
事
業

　
　
　

    　
　
（
約
１
３
８
億
円
）

問
光
都
土
木
事
務
所
河
川
復
興
室

　
　
　
　
　

    

☎
82
・
２
０
４
５

問
建
設
課
河
川
復
興
事
業
推
進
室

　
　
　
　

         

☎
82
・
２
０
１
９

改修のイメージ
堤防かさ上げ

河床掘削
拡幅

▽
被災水位

現況

改修後

▽
計画高水位

場所に応じて３つの組み合わせで工事を行うことで、河川
水位の低下が見込まれます

　

６
月
１
日
の
業
務
開
始
前
、
集
中
豪
雨

を
想
定
し
て
町
職
員
の
防
災
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。こ
れ
は
大
雨
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

本
部
員
と
し
て
迅
速
で
適
切
な
行
動
が
と

れ
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
慣
れ
て
お
く

た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

朝
５
時
に
集
中
豪
雨
が
発
生
し
た
も
の

と
し
て
、
災
害
警
戒
本
部
や
災
害
対
策
本

部
を
順
次
設
置
し
、
町
職
員
が
本
部
に

次
々
と
参
集
。そ
し
て
仮
想
被
災
状
況
を
、

町
職
員
が
被
災
者
と
な
っ
て
同
本
部
に
電

話
を
か
け
る
な
ど
、
本
番
さ
な
が
ら
の
電

話
対
応
や
情
報
収
集
を
実
施
し
、
応
急
対

応
、
ま
た
広
報
活
動
な
ど
一
連
の
行
動
を

　

災
害
を
想
定
し

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

役
場
内
で
防
災
訓
練

　災害に強いまちをつくるためには、地域の防災力を高めるソフト事業ととも
に、安全で安心な生活基盤を整備するハード事業が不可欠です。現在町では、
兵庫県と連携し、大規模な河川改修事業の準備を進めています。

５か年459億円の河川改修
拡幅・河床掘削・堤防かさ上げ11月に

工事着手

公助

真剣に訓練に取り組む町職員
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確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
同
様
の
訓
練
を
実
施

し
、
災
害
時
に
備
え
る
と
と
も
に
、
役
場

と
地
域
が
連
携
し
た
訓
練
も
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

　
「
人
こ
そ
宝
、
人
こ
そ
防
災
」

講
師
を
招
き
町
職
員
の
研
修
会

　

町
職
員
の
防
災
意
識
の
さ
ら
な
る
向
上

と
、
実
践
的
な
危
機
管
理
能
力
を
強
化
す

る
た
め
、
７
月
９
日
の
業
務
終
了
後
、
町

職
員
対
象
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
町
災
害
検
証
委
員
会
副
委

員
長
の
齋
藤
富
雄
さ
ん
を
お
招
き
し
「
実

践
的
危
機
管
理
20
の
視
点
」
の
講
義
を
受

け
ま
し
た
。
齋
藤
さ
ん
は
、
職
員
の
意
識

の
向
上
こ
そ
が
、
防
災
体
制
の
強
化
に
つ

な
が
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

●災害に強いまちをつくる

歩き続ける佐用町

町職員に熱弁をふるう
齋藤さん

▲

▲

▲

▲

①
災
害
復
旧
助
成
事
業

②
災
害
関
連
事
業

③
災
害
復
旧
等

　

関
連
緊
急
事
業

▲

▲

緊
急
河
道
対
策
54
・
59
㌔

改修する河川
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台
風
９
号
災
害
の
検
証
が
終
了

　

最
終
の
災
害
検
証
委
員
会
が

７
月
16
日
、
さ
よ
う
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
会
議
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
検
証
結
果
を
ま
と
め
た

最
終
報
告
書
が
、
室
﨑
益
輝
委

員
長
か
ら
庵
逧
町
長
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
１
月
26
日
に
発

足
。
こ
れ
ま
で
６
回
の
会
議
を

行
っ
た
ほ
か
、
会
議
の
合
間
を

ぬ
っ
て
、
現
地
調
査
、
聴
き
取

り
な
ど
を
実
施
し
、
検
証
分
野

ご
と
に
調
査
・
分
析
を
行
う

ワ
ー
キ
ン
グ
部
会
が
30
回
以
上

も
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た

　

そ
し
て
今
回
ま
と
め
ら
れ
た

提
言
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら

90
項
目
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

同
委
員
会
が
ま
と
め
た
最
終

報
告
書
の
基
本
の
考
え
方
は
、

大
き
く
次
の
４
点
で
す
。

❶
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
防
災
対
策

　

行
政
は
、
自
ら
が
行
う
災
害

対
応
が
、
住
民
に
対
し
ど
ん
な

影
響
を
与
え
る
か
十
分
考
慮

し
、
住
民
視
点
に
立
っ
た
災
害

対
応
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が

自
分
で
判
断
し
、
状
況
に
応
じ

た
安
全
な
行
動
が
で
き
る
よ
う

防
災
に
関
す
る
知
識
を
高
め
る

災害検証
共助
自助
公助

　

今
後
の
防
災
対
策
の
充
実
を
め
ざ
し
て
、
町
災
害
検

証
委
員
会
が
行
っ
て
い
た
台
風
９
号
災
害
の
検
証
が
終

わ
り
、
最
終
報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
町
は
こ
の

報
告
書
を
も
と
に
、
さ
ら
な
る
防
災
体
制
の
強
化
を
め

ざ
し
ま
す
。

90
の

30
回
以
上
の

分
析
会
議
を
経
て

実
践
的
な
ル
ー
ル

に
基
づ
く
行
動
を←

「
教
訓
」ま
と
ま
る

委員会の最後に、室﨑委員長から庵逧
町長に、最終報告書が提出されました

（７月 16 日・さよう文化情報センター）

�
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と
と
も
に
、
身
近
な
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
づ
く
り
や
訓
練
な
ど
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
町
は
必
要

な
支
援
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が

担
う
べ
き
役
割
を
十
分
認
識
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

❷
実
践
的
な
ル
ー
ル
を
策
定
し

　

着
実
に
実
行

　

情
報
収
集
・
分
析
な
ど
職
員

個
々
の
行
動
指
針
の
整
備
と
と

も
に
、
職
員
配
備
計
画
、
避
難

情
報
の
発
信
な
ど
、
実
践
的
な

ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
。

　

ま
た
災
害
対
応
は
、
ル
ー
ル

に
従
い
着
実
に
実
行
す
る
。
そ

の
上
で
、
町
と
地
域
が
連
携
し

た
実
践
的
な
訓
練
を
繰
り
返
し

行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

❸
迅
速
・
確
実
に
情
報
を
伝
達

　

し
、
活
用
す
る

　

町
は
地
域
の
防
災
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
気
象
や
河
川
水

位
な
ど
の
情
報
を
的
確
に
多
様

な
手
段
で
伝
達
す
る
一
方
、
地

域
は
被
災
状
況
な
ど
を
町
に
伝

え
る
必
要
が
あ
る
。
町
は
そ
の

情
報
を
活
用
し
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

❹
防
災
人
材
の
育
成
な
ど
、
平

　

時
か
ら
防
災
力
向
上
へ
の
取

　

り
組
み
が
重
要

　

防
災
力
向
上
に
は
、
平
時
か

ら
の
取
り
組
み
が
重
要
。
町
の

防
災
体
制
の
充
実
強
化
に
加

え
、
研
修
・
訓
練
で
専
門
知

識
、
判
断
力
を
高
め
、
町
防
災

を
担
う
人
材
を
養
成
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

自
然
災
害
は
、
無
く
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
町

や
地
域
社
会
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
力
に
よ
っ
て
、
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
こ
と
は
可
能

で
す
。

　

提
言
の
中
に
は
、
取
り
組
み

に
一
定
の
期
間
を
必
要
と
す
る

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
直
ち
に

改
善
で
き
る
も
の
は
早
急
に
着

手
し
、
町
の
防
災
体
制
の
強
化

と
と
も
に
、
地
域
の
防
災
力
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

問
企
画
防
災
課
復
興
企
画
室

　
　
　
　
　

☎
82
・
２
４
６
０

災害対策本部体制・関係機関との連携
■災害対策本部体制の改善への提言・・⑩
■平時の防災体制の改善への提言・・・④
■防災拠点施設の改善への提言・・・・⑤
■消防団の体制・活動の改善への提言・②
■自主防災組織の体制・活動の改善への
　提言・・・・・・・・・・・・・・・③
■防災関係機関相互の情報共有の改善へ
　の提言・・・・・・・・・・・・・・②
■広域応援体制の改善への提言・・・・⑤
■防災資機材の備蓄の改善への提言・・④
■義援金・支援物資の対応の改善への提
　言・・・・・・・・・・・・・・・・⑤
■町からの避難勧告などの発信の改善へ
　の提言・・・・・・・・・・・・・・⑨

災害情報の伝達・避難の実施など
■町からの避難勧告などの発信の改善へ
　の提言・・・・・・・・・・・・・・③
■地域における情報伝達の改善への提言
　・・・・・・・・・・・・・・・・・⑦
■地域における住民の避難行動の改善へ
　の提言・・・・・・・・・・・・・・⑥
■災害時要援護者への支援の改善への提言・⑥
■自動車移動者への情報伝達と誘導の改善
　への提言・・・・・・・・・・・・・⑤
■避難所の設置・運営の改善への提言・⑥

災害救援ボランティア活動の
支援体制
■町と町社会福祉協議会による災害ボランテ
　ィアセンターの開設・運営、およびこれに
　対する応援の体制の改善への提言・・・④
■災害ボランティアセンターの運営と福祉
　支援活動との関係改善への提言・・・②
■その他の被災者支援活動などの改善への
　提言・・・・・・・・・・・・・・・②

最終報告書

提言のあらまし
※項目末尾の数字は、提言の数です。

←

●災害に強いまちをつくる

歩き続ける佐用町

提
言
を
教
訓
に

災
害
に
強
い
ま
ち
を
め
ざ
す

　災害の様々なデータの収集・分析や現地調

査、議論を重ね完成した最終報告書（写真右）。

90 の提言は、佐用町公式ホームページ（http://

www.town.sayo.lg.jp/）で見ることができます。
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支え合いマップを作り減災へ

　

災
害
の
発
生
と
拡
大
を
防
止
す

る
た
め
に
は
、
自
分
た
ち
の
住
ん

で
い
る
地
域
が
災
害
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
弱
点
が
あ
る
の
か
、

具
体
的
に
把
握
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
集
落
や
隣
保

単
位
で
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が

い
の
あ
る
か
た
な
ど
を
含
め
た
み

ん
な
が
参
加
し
、
自
分
た
ち
の
ま

ち
を
実
際
に
調
べ
て
、
地
震
・
風

水
害
・
大
規
模
火
災
な
ど
の
発
生

を
想
定
し
、
被
災
す
る
と
ど
の
よ

う
な
状
況
に
な
る
か
を
予
測
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
時
に
は
初
動
が
重

要
で
、
地
域
住
民
の
共
助
が
大
切

な
命
や
財
産
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
平
時
か
ら
「
安
否
確

認
・
避
難
支
援
登
録
シ
ー
ト
」
で

災
害
時
の
支
援
を
希
望
し
た
か
た

に
は
、
自
治
会
長
や
民
生
委
員
・

児
童
委
員
な
ど
の
皆
さ
ん
が
家
庭

訪
問
を
し
て
、
詳
細
な
聴
き
取
り

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
日

ご
ろ
か
ら
要
援
護
者
と
関
わ
り
が

あ
っ
て
本
人
が
手
助
け
を
望
む
人

を
複
数
決
め
、
双
方
の
同
意
を
得

て
『
支
援
者
』
と
し
て
登
録
す
る

な
ど
、
住
民
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
ご
入
用
の

自
治
会
や
地
域
づ
く
り
協
議
会

は
、お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

マ
ッ
プ
づ
く
り
は
、
そ
れ
を
作

り
あ
げ
る
こ
と
も
大
き
な
目
的
で

す
。
し
か
し
何
よ
り
大
切
な
こ
と

は
、
集
落
や
地
域
づ
く
り
協
議
会

な
ど
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人

た
ち
が
携
わ
る
中
で
、
時
間
を
か

け
て
作
り
上
げ
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
「
作
成
プ
ロ
セ
ス
」
を
よ

り
多
く
の
人
た
ち
で
共
有
す
る
こ

と
が
、
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識

の
向
上
や
、
専
門
知
識
の
習
得
に

つ
な
が
り
、
地
域
防
災
力
向
上
へ

の
大
き
な
原
動
力
に
な
り
ま
す
。

　
「
作
成
プ
ロ
セ
ス
」
を
省
略
し

た
取
り
組
み
は
、
仮
に
完
成
し
て

も
「
絵
に
描
い
た
も
ち
」
と
な
り

ま
す
。
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
、
み

ん
な
で
あ
せ
ら
ず
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

問
企
画
防
災
課
ま
ち
づ
く
り
防
災
室

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
４

支
え
合
い
ネ
ッ
ト
が

減
災
へ
つ
な
が
る

要援護者を
地域で守る

共助 プロセスの共有が最大のポイント

「
絵
に
描
い
た
も
ち
」

な
ら
な
い
た
め
に
に
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●災害に強いまちをつくる

歩き続ける佐用町（終わり）

　平成 17 年 10 月に産声をあげた
佐用町。地域に息付く歴史と文化を
生かしながら、住民・行政が互いに
手をとりあい、佐用町は歩んできま
した。しかし昨年の 8月９日、悪夢
のような大水害に見舞われ、あまり
の痛手に、その歩みを一旦は止めざ
るを得ませんでした。
　その後、佐用町は復旧の厳しい道
のりを少しずつ歩み続けてきまし
た。その支えとなったのが、全国か
らの温かい支援でした。
　水害を風化させず、後世に永く語
り伝えること。つらく悲しい経験か
ら得た教訓を生かし、真に災害に強
いまちづくりを進め、以前より輝く
佐用町へ復興を遂げること。それが、
支援してくださった皆さんにこたえ
る、佐用町の唯一の道です。
　今も町内の各地には、水害の爪あ
とが数多く残っています。同様に、
被災した皆さんが負った心の傷も、
まだ完全に癒えていません。
　「お互いに助け合い、支え合って
生きる」。共にねぎらいながら、み
んなで歩調を合わせて前進するに
は、先人から引き継いできた温かい
地域コミュニティ「絆

きずな

」の力が不可
欠です。
　あの日から、間もなく一年を迎え
ます。この節目に、靴ひもをしっか
り結び、決意したい。災害に強いま
ちづくりを、その先にある「復興を
遂げた佐用町」をめざし、歩き続け
ることを。もう二度と、歩みを止め
ることがないように。一歩一歩、足
取りをしっかり確認しながら・・・。

進むべき道は一つ靴
ひ
も
を
し
っ
か
り
結
ん
で
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被災乗り越えつかんだ
「一陽来復」の願い刀に込める

日本一

さ
ん

刀 匠 髙見  國一
昭和 48 年生まれ、37 歳。平成４年、刀匠の河
内國平師に入門。同師の一番弟子。その後柳村仙
寿師から刀身彫を、また国選定保存技術である「日
刀保たたら」を学び、刀づくりの基礎を学ぶ。平成
10 年、文化庁から美術刀剣類製作承認を受け、同
年新作名刀展に初出品、平成 13 年まで入選。平成
11 年に、念願の「髙見國一鍛刀場」を佐用町家内
に設立。平成 14 年以降も、新作名刀展で毎年入賞
を続け、平成 19 年に続き今年、日本一に輝く。
●写真上：刀を鍛える髙見さん
●写真下：日本一に輝いた刀

　

実
家
の
家
内
の
鍛
刀
場
で
、

精
力
的
に
美
術
刀
剣
の
創
作
活

動
を
行
う
髙
見
國
一
さ
ん
が
、

今
年
の
新
作
名
刀
展
（
日
本
美

術
刀
剣
保
存
協
会
主
催
）
で
、

日
本
一
の
「
日
本
美
術
刀
剣
保

存
協
会
会
長
賞
」
に
輝
き
ま
し

た
。
高
見
さ
ん
が
日
本
一
に
輝

く
の
は
、
平
成
19
年
に
続
き
２

度
目
。
ま
た
同
展
に
は
平
成
14

年
の
初
入
賞
を
き
っ
か
け
に
、

９
年
連
続
の
入
賞
を
遂
げ
て
い

ま
す
。

　

高
見
さ
ん
は
「
昨
年
の
水
害

を
乗
り
越
え
て
の
栄
誉
。
心
か

ら
喜
ん
で
い
ま
す
」
と
満
面
の

笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
の
集
中
豪
雨
で
、

鍛
刀
場
も
、
浸
水
に
よ
る
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
土
間
の
掃
除
や
道
具
の
修

繕
に
、
お
よ
そ
３
か
月
を
費
や

し
ま
し
た
。
結
果
、
い
つ
も
は

９
月
ご
ろ
か
ら
刀
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
が
、
復
旧
に
時
間

が
か
か
り
、
今
回
は
11
月
中
ご

ろ
か
ら
と
な
り
ま
し
た
。「
周

り
か
ら
は
、『
今
年
は
出
品
で

き
な
く
て
も
仕
方
な
い
』
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
で
も
、
あ
き
ら

め
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
当
時
を

振
り
返
る
高
見
さ
ん
。

　

そ
し
て
水
に
浸
か
っ
て
使
い

勝
手
の
変
わ
っ
た
道
具
を
駆
使

し
、大
急
ぎ
で
６
振
り
を
作
成
。

１
振
り
は
満
足
で
き
る
も
の
が

出
来
上
が
り
、
同
展
に
出
品
し

ま
し
た
。

　

審
査
員
か
ら
豪
壮
で
華
や
か

な
刀
と
評
さ
れ
た
作
品
は
、
全

長
75
．
５
㌢
。
刀
銘
に
は
「
一

陽
来
復
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
は
「
物
事
が
好
転
す

る
」「
長
い
冬
が
終
わ
り
、
暖

か
い
春
が
来
る
」
な
ど
の
意
味

が
あ
り
ま
す
。「
水
害
で
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
た
ま
し
た
が
、
逆
境

を
乗
り
越
え
た
い
と
の
思
い
を

込
め
ま
し
た
」
と
目
を
細
め
る

高
見
さ
ん
。
さ
ら
に
「
今
回
の

受
賞
は
大
き
な
励
み
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
、
自
ら
の
目
標

で
あ
る
『
無
鑑
査
刀
匠
』
を
め

ざ
し
た
い
」
と
力
を
込
め
て

語
っ
て
い
ま
し
た
。

９
年
連
続
入
賞

      

２
度
目
の
日
本
一

水
害
に
あ
う
が

    「
あ
き
ら
め
な
い
」

長
い
冬
が
終
わ
り

  
温
か
い
春
を
願
っ
た

  Congratulation

  Kuniichi
●Takam

i

10
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昨
年
８
月
の
災
害
直
後
か
ら

今
年
１
月
末
ま
で
、
カ
ト
リ
ッ

ク
佐
用
教
会
を
拠
点
に
被
災
者

支
援
活
動
を
続
け
た
チ
ー
ム
神

戸
（
代
表
＝
金
田
真
須
美
さ

ん
）
が
６
月
19
日
、
佐
用
町
の

ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
京
阪
神
か

ら
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
佐
用
町
の

防
災
と
復
興
を
考
え
る
た
め
に

行
わ
れ
た
も
の
。
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
昼
間
、
平
福
地
域
で
黒

川
惠
凖
さ
ん
（
平
福
中
町
）
か

ら
地
域
の
歴
史
を
学
ん
だ
後
、

船
越
地
内
に
あ
る
町
昆
虫
館
で

復
旧
過
程
な
ど
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

ま
た
車
窓
か
ら
見
え
る
風
景

か
ら
、
金
田
代
表
が
被
災
直
後

の
状
況
説
明
を
行
い
、
こ
れ
ま

で
の
復
興
状
況
を
確
認
し
ま
し

た
。そ
し
て
ツ
ア
ー
の
最
後
は
、

三
日
月
地
域
で
幻
想
的
な
ホ
タ

ル
の
乱
舞
を
観
賞
し
ま
し
た
。

　

金
田
代
表
は「
佐
用
町
に
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
も
気
が
つ
い
て

い
な
い
多
く
の
魅
力
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
季
節
に
応
じ
て
佐

用
町
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
。

そ
し
て
わ
ず
か
で
す
が
佐
用
町

復
興
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

混成ボランティア「チーム神戸」
佐用町へ復興ツアーを実施

「復興支援の一助になれば」

「感謝」の気持ち
●伝えたい

　佐用町の復興を支援してくださった
人たちに感謝の気持ちを伝えるための
催しです。ぜひご参加ください。

8月29日日

「佐用町感謝のつどい」

内容・場所・時間

開催日

ふれあい喫茶
■会場　さよう文化情報センター（佐用）
　　　　地域福祉センター（平福）
　　　　上月支所（上月）
　　　　久崎地区センター（久崎）
■時間　午前10時～正午

ラジオ関西公開生放送
■会場　さよう文化情報センター
■時間　正午～午後１時

おりひめ文化ホール内のイベント
①佐用高校生による感謝のメッセージ
■時間　午後12時40分～
②心の絆コンサート in さよう
■時間　午後１時～午後２時30分

特産品販売・飲食コーナー
■会場　さよう文化情報センター周辺
■時間　午前11時～午後３時

くわしくは広報さよう８月号と同時配
布のチラシをご覧ください。

問企画防災課復興企画室　☎８２－２４６０

　

町
商
工
会
で
は
、
佐
用
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
利
用
し
、
商
工
業
の

活
性
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
た
め
、
商
工
会
情
報

番
組「
商
工
会
ま
い
ど
テ
レ
ビ
」

を
放
送
し
て
い
ま
す
。
つ
い
て

は
こ
の
番
組
内
で
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

事
業
所
Ｃ
Ｍ
、
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
紹
介
、
求
人
広
告
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
告
知
な
ど
に
ご
利
用
く

だ
さ
い

■
放
送
枠　

動
画
広
告
30
秒

　
　
　
　
　

文
字
広
告
15
秒

■
費
用

　
【
商
工
会
会
員
】

　

動
画
広
告
１
０
，
５
０
０
円

　

文
字
広
告　

５
，
２
５
０
円

　

※
Ｃ
Ｍ
の
作
成
を
商
工
会
に

　
　

依
頼
す
る
場
合
は
別
途
製

　
　

作
費
が
必
要
で
す
。

　

会
員
以
外
の
か
た
も
利
用
で

き
ま
す
。
た
だ
し
料
金
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
商

工
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
町
商
工
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
82
・
２
２
１
８

商
店
・
商
品
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
募
集

佐用
チャンネル

ツアー参加者に平福地域を説明する黒川さん（写真右）
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三
日
月
第
３
分
団
が
町
の
代
表
と
し
て
出
場

日
々
磨
い
た
操
法
技
術
を
披
露

　

７
月
４
日
、
播
磨
科
学
公

園
都
市
の
木
戸
口
公
園
で
、

西
播
磨
地
区
消
防
操
法
大
会

が
開
催
さ
れ
、
佐
用
町
消
防

団
の
代
表
と
し
て
三
日
月
第

３
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

同
分
団
は
４
月
18
日
に
開

催
さ
れ
た
町
消
防
団
三
日
月

支
団
大
会
、
５
月
16
日
に
行

わ
れ
た
町
大
会
を
見
事
勝
ち

進
み
、
西
播
磨
大
会
へ
の
出

場
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し

た
。

　

西
播
磨
大
会
に
挑
む
た

め
、
町
大
会
終
了
直
後
の
５

月
31
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で

13
回
の
練
習
を
こ
な
し
ま
し

た
。
毎
回
午
後
８
時
か
ら
午

後
10
時
ま
で
、
何
度
も
何
度

も
練
習
を
か
さ
ね
て
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
個
々
の
技
術
を

磨
い
て
き
ま
し
た
。

　

西
播
磨
大
会
は
、
た
つ
の

市
、
相
生
市
、
赤
穂
市
、
宍

粟
市
、
上
郡
町
、
太
子
町
か

ら
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
市
町

の
大
会
を
勝
ち
抜
い
て
き
た

強
豪
ば
か
り
。
小
型
ポ
ン
プ

の
部
に
は
６
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
お
互
い
の
技
術
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
残
念
な
が
ら
入

勝
は
逃
し
た
も
の
の
、
参
加

し
た
西
播
磨
の
多
く
の
消
防

団
員
の
前
で
、
安
全
で
、
迅

速
・
確
実
な
す
ば
ら
し
い
操

法
演
技
を
披
露
し
ま
し
た

■
出
場
選
手
（
敬
称
略
）

　

指
揮
者　

竹
内　

眞
也

　

１
番
員　

廣
利　

哲

　

２
番
員　

小
笹　

和
彦

　

３
番
員　

西
川　

典
男

　

補
助
員　

鎌
本　

淳
一

西播磨地区
消防操法大会

指
揮
者
か
ら
１
番
員
へ
、
筒
先

員
交
替
の
場
面
。
体
を
密
着
さ

せ
、
迅
速
に
確
実
に
、
そ
し
て

安
全
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
緊
張
の
一
瞬
（
７
月
２
日
・

最
終
練
習
）

やったぜ !! 優勝・準優勝 佐用ミニバスケットボール教室（男子）
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６
月
26
日
・
27
日
に
、
相
生
市
民
体
育
館

で
行
わ
れ
た
西
播
地
区
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
夏
季
大
会
で
、
佐
用
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
教
室
（
男
子
）
が
、
４
年
生
以
下

の
部
で
優
勝
（
写
真
右
）、
交
歓
男
子
の
部

で
準
優
勝
（
写
真
左
）
と
２
つ
の
快
挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
の
20
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
毎

週
金
曜
日
、
佐
用
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で

熱
心
に
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
成

果
を
発
揮
す
る
こ
と
で
き
た
と
、
子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
で
し
た
。　

　

指
導
者
の
一
人
で
あ
る
留
田
剛
志
さ
ん

（
上
長
尾
）
は
「
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

出
せ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
笑
顔
を

見
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で

す
」
と
満
面
の
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　毎年優秀な選手を世に送る硬式少年野球の強豪チーム
「佐用スターズ」が、このほど行われた西日本大会の第
37 回泉大津大会（32 チーム参加）と、関西大会の第８
回淡路ジュニア大会（36 チーム参加）で、そろって準
優勝に輝きました。泉大津大会の決勝戦は兵庫タイガー
スに５対４で、また淡路ジュニア大会は神戸須磨クラブ
に４対３で惜しくも敗れましたが、大健闘しました。
　チーム代表の北村正富さん（上町）は「子どもたちの
熱意と努力の成果。またそれを支えた指導者や父母会、
関係者の熱い声援のおかげです。これを機にさらに精進
を重ね、上をめざすとともに、皆さんのご支援をお願い
します」と話していました。

みんなのスポーツ
がんばった人たちに

ダブルで準優勝
佐　用

スターズ
選手たちの熱い思いで

第32回佐用町卓球大会
■開催日　６月 20 日（日）
■場　所　上月体育館
一般男子の部
　優　勝　小寺康正（佐用高校）
　準優勝　松阪　純（佐用高校）
　第３位　福原将人（SC21 三河）
　第３位　小椋雄貴（SC21 三河）
一般女子の部
　優　勝　井上愛夢美（SC21 三河）
　準優勝　前原史歩（佐用高校）
　第３位　牛丸瑛礼奈（佐用高校）
　第３位　後藤希実（佐用高校）
中学男子の部
　優　勝　小椋智哉（SC21 三河）
　準優勝　松井諒太（SC21 三河）
　第３位　丸山和輝（上津中）
　第３位　杉山　諒（SC21 三河）
中学女子の部
　優　勝　竹野香菜（SC21 三河）
　準優勝　近嶋奈月（SC21 三河）
　第３位　春名芳香（SC21 三河）
　第３位　保田理恵（SC21 三河）
小学生の部
　優　勝　渡邊あや（SC21 三河）
　準優勝　藤本真也（三日月クラブ）
　第３位　井戸里緒菜（SC21 三河）
男子ダブルス
　優　勝　福原将人・野中　駿
　　　　　（SC21 三河）
　準優勝　大谷隆太・春名良樹
　　　　　（SC21 三河）
　第３位　松阪　純・丸山翔太
　　　　　（佐用高校）
　第３位　春名佑紀・志水雅俊
　　　　　（SC21 三河）
女子ダブルス
　優　勝　前原史歩・真島利奈
　　　　　（佐用高校）
　準優勝　竹野香菜・井上愛夢美
　　　　　（SC21 三河）
　第３位　安東夏都美・春名優里香
　　　　　（SC21 三河）
　第３位　後藤希実・有田理加
　　　　　（佐用高校）

（敬称略）

泉大津大会で準優勝した選手たち（写真上）と淡
路ジュニア大会で準優勝した選手たち（写真下）
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明るく楽しい話題がありましたら広報室までご連絡ください。
企画防災課広報室　☎８２－０６６４

農業の価値を体感して
佐用小・佐用高・ほほえみ会

　佐用小３年生 44 人と佐用高校農業科学科
２年生 20 人、生活研究グループ「ほほえみ会」
の協働で６月 25 日、白大豆の苗植えが行わ
れました。この事業は同小の総合学習に一環。
特産農産物である「ゆめさよ」を育て、子ど
もたちが農業の価値を知ることがねらいです。
　参加した児童たちは、高校生の指導を受け
ながら、同高校所有の３㌃の畑に「千鳥植え」
で丁寧に植えていました。
　同グループ代表の井口美子さん（口長谷）
は「収穫と加工を通じて、農業の価値、地域
のほこりを感じてほしい」と笑顔で話してい
ました。

 国土交通大臣賞を受賞
平福地域から２団体

　平福の歴史や文化を生かした地域づくりに
取り組む「平福文化と観光の会」（会長：原田
曻さん（南新町））と「郷土を考える会」（代表：
盛崎一夫さん（平福中町））が、このほど、ま
ちづくり功労者として国土交通大臣賞を受賞
しました。両団体は、３月にも県知事から「人
間サイズのまちづくり賞」を受賞したばかり。
これまでの長年の取り組みが評価されました。
　原田さんは「昭和 51 年からの熱意が認め
られました。今後も平福の歴史と文化を守っ
ていきたい」と、また盛崎さんは「今年は会
設立からちょうど 20 年。この節目に大きな
賞をいただき本当にうれしい」と受賞の喜び
を語っていました。

苗植えを楽しむ児童と生徒たち

７月２日、町長へ受賞報告に訪れた盛崎さ
ん（左）と原田さん（右）

 園児たちの願いをのせて
智頭急行で七夕列車
　7 月２日から、智頭急行が七夕列車を運行しました。
　これは七夕の雰囲気と夏の涼を楽しんでもらおうと企画
されたもの。上郡から智頭間を走る普通列車４両の車内に、
沿線町村の幼稚園・保育園の園児たちが願い事を書いた色
とりどりの短冊と七夕飾りが取り付けられ、車内を盛り上
げました。
　町内では、マリア幼稚園と佐用・長谷・石井・江川・上月・
久崎保育園の園児たち 76 人の短冊が飾られていました。
　なおこの列車は７月８日まで、沿線の子どもたちの願い
を乗せて運行されました。 智頭急行の

車内のようす
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まちのわだい

FLASH  NEWS

自らの被災体験を伝える
久崎商店会

　昨年８月の豪雨で大きな被害を受けた久崎地
域の久崎商店会が、自らの被災体験や復興状況
を発信する取り組みを始めました。７月 13 日、
同会会長の井口覚さんが、初めてとなる福知山
市民生委員・児童委員協議会 21 人の皆さんを受
け入れ、当時の状況などを説明しながら現地を
歩きました。
　福知山市は、平成 16 年の台風 23 号で大きな
被害を受けただけに、研修に訪れた皆さんは、
井口さんのお話を熱心に聴いていました。
　その後、久崎地区センターで、佐用町民生委
員児童委員協議会会長の大江秀謙さん（船越）
さんを交えて、復旧状況などを確認しました。久崎集落を案内する井口さん（中央）

 子どもたち元気になって
龍野青年会議所が復興イベント

　７月 11 日、元阪神タイガースの赤星憲広さん
を招いての復興イベントが、ひまわりドームで
開催されました。このイベントは龍野青年会議
所主催で行われたもの。あこがれの赤星さんを
一目見ようと、町内の親子約 400 人が会場につ
めかけました。
　内容は、赤星さんの野球人生を語るトーク
ショーのほか、子どもたちからの質問に答える
時間が設けられ、子どもたちは楽しいひととき
をすごしました。
　本イベント実行委員長の西川功一さん（たつ
の市）は「佐用町の子どもたちの元気さを見て
とてもうれしかった。逆に元気をもらいました」
と笑顔で話していました。サインボールを配る赤星さん（右）とうれしそう

な子どもたち

災害に強い集落づくり
福沢集落

　福沢集落では、子どもたちの目線も取り入れ
た防災マップを作ろうと取り組みを始めました。
７月 20 日、集落内の小学生７人と保護者、また
集落役員の皆さんで集落内を歩き、危険箇所な
どの確認を行いました。
　福沢集落では、合併前から独自の防災マップ
がありました。しかし、地震や昨年８月の大規
模な災害に対応していなかったため、集落内の
状況を再確認し、従来のマップを拡充しようと
取り組まれているものです。
　子どもたちは炎天下の中、自治会長の木村政
照さんなどから説明を聞きながら、写真撮影な
どを行っていました。昨年の災害跡をカメラで撮影する子どもたち
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町　内
各地の 納涼     祭り夏

開 催 日 名　　称 場  所  や  内  容  な  ど

８月８日（日）  石井地区納涼祭  ・石井体育館周辺　午後６時～
 ・夜店、お楽しみ抽選など

８月１４日（土）

 平福夏祭り
 ・模擬店
　（午後 6 時 30 分～午後９時 / 智頭急行『平福駅』前）
 ・花火大会（午後 7 時 30 分～ / 約 200 発）

 長谷地域ふるさと祭り  ・ふれあい長谷グラウンド　午後７時～
 ・足半踊り、夜店、お楽しみ抽選など

 海内地区納涼ふるさと祭り  ・みうち若杉館グラウンド　午後７時～
 ・夜店、お楽しみ抽選など

８月１５日（日）  佐用ふるさと納涼夏祭り
 ・夜店（午後５時 30 分～午後９時 30 分 歩行者天国 / 佐用商店街）
 ・漫才とパフォーマンスショー
　（デンジャラスほか　午後６時～ / 役場前）
 ・アンパンマンショー（午後７時 20 分～ / 商工会前）

８月２３日（月）  田此日限地蔵尊夏祭り
 ・夜店（午後５時～歩行者天国 / 田此商店街）
 ・漫才（ギャロップほか）
 ・パフォーマンスショー（午後７時～ / 日限地蔵尊境内）
 ・ミニ SL（午後６時～ / 田此ふれあい広場 )
 ・花火大会（午後８時 30 分～午後９時 / 約 500 発）

悪天候の場合は、中止する場合があります。
警備員の指示には従い、ごみは必ず持ち帰り
ましょう。

小さな小さな音楽会

新谷のり子コンサート
　復興に向かう佐用町と被災した皆さんを
応援するとともに、平和を願う気持ちを込め
て、「フランシーヌの場合」などのヒット曲や、
被災地や戦火でのボランティア活動などで有
名な新谷のり子さんのコンサートが開催され
ます。
　入場は新谷のり子さんのご協力で無料で
す。ただし座席数に限りがありますので、必
ず予約してください。

８月11日 水
開演　午後 6時 30分～

カトリック佐用教会

日  時

場  所
佐用マリア幼稚園横

■お問い合わせ・ご予約
　佐用マリア幼稚園　 ☎８２－２１４７

・フランシーヌの場合
・死んだ男の残したもの
・イマジン
・さとうきび畑

曲目（予定）

第７回

スピカ　　コンサート夢
　もう一度聴いてみたい、もう一度演奏したい。そ
んな思いを一つにした企画がこのコンサートです。
趣旨に賛同いただいた２組が出演します。

8月22日 日
開演　午後２時～

スピカホール

日  時

場  所
スターシャワーの森音楽堂

第１部　ピアノ独奏【生誕 200 年を祝って】
　出演者　友定純子さん（小野市）
　メッセージ ( 抜粋）　今年はショパン・シューマン
　　生誕 200 年。私の大好きな曲を、憧れのスピカ
　　ホールで演奏できるのが楽しみです。
　
第２部　ソプラノ独奏【音楽のよろこび】
　出演者　金澤由布子さん（ソプラノ・姫路市在住）
　　　　　畠　彩子さん（ピアノ・加古川市在住）
　メッセージ（抜粋）　昨年は佐用をはじめ周辺地域
　　で甚大な被害があり、阪神・淡路大震災の経験
　　を思い出しました。一瞬でも日常から離れられ
　　る時間を持ってもらえるような演奏をしたいと
　　思います。

問スピカホール　 ☎８２－０５９５
■入場料　一般 500 円（当日 200 円増）
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７
月
22
日
、
南
光
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た
建
物
農
機
具

共
済
推
進
協
議
会
の
総
会
で
、

提
出
案
件
す
べ
て
承
認
・
議
決

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は
水
害

で
、
建
物
共
済
金
を
３
億
６
，

２
６
４
万
５
千
円
、
農
機
具
共

済
金
を
で
８
８
７
万
５
千
円
を

支
払
い
ま
し
た

建
物
短
期
共
済

■
火
災
共
済

　

火
災
や
落
雷
な
ど
の
損
害

を
補
償
し
ま
す
。
木
造
で
年

間
６
千
８
百
円
の
掛
け
金
で
、

一
千
万
円
の
補
償
が
あ
り
ま

す
。
補
償
の
対
象
は
火
災
・
落

雷
・
破
裂
・
爆
発
・
物
体
の
落

下
な
ど
で
す
。

■
総
合
共
済

　

火
災
共
済
で
補
償
で
き
る
災

害
に
プ
ラ
ス
し
て
自
然
災
害
も

カ
バ
ー
し
ま
す
。
木
造
で
年
間

１
万
９
千
４
百
円
で
、
１
千
万

円
の
補
償
が
あ
り
ま
す
。
補
償

の
対
象
と
な
る
事
故
は
、
火
災

共
済
に
追
加
し
て
風
水
害
・
雪

害
・
土
砂
崩
れ
・
地
震
な
ど
で

す
。

農
機
具
損
害
共
済

　

１
台
10
万
円
か
ら
１
千
万
円

の
範
囲
内
で
新
品
価
格
ま
で
加

入
で
き
ま
す
。
１
万
円
当
た
り

年
間
40
円
で
す
。
補
償
の
対
象

と
な
る
事
故
は
、
転
覆
・
接
触
・

衝
突
・
風
水
害
・
雪
害
な
ど
で

す
。

問
農
林
振
興
課
農
業
共
済
推
進
室

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
７

水
害
で
約
３
億
７
，
２
０
０
万
円
を
支
払
う

■日時　８月22日（日）
　午前９時～午後２時　※小雨決行
■場所　光都プラザ
問光都プラザテナント会☎ 0791(58)2900
　     ※午後２時以降

光都サマーフェス 2010

　入場無料です。16 日（月）は休館日です。
■期間　８月13日（金）～22日（日）
■場所　光都プラザ・オプトピアシアター
■放映内容　「ハローキティ」「ジャングル大
帝」、「悟空の大冒険」、「スティッチ」など
※予告なく変更される場合があります。
　上映時間はお問い合わせください。
問企業庁播磨科学公園都市まちづくり事務所
　☎０７９１（５８）１１１５ 問税務課町税対策室　 ☎８２－０６６２

家屋解体、新・増築する場合は連絡を

　未登記家屋の新・増築や取り壊しや、所有
権移転をされた場合、それを把握することは
困難です。課税漏れや誤って課税する恐れが
ありますので、必ずご連絡ください。
　また、平成 22 年中に新・増築された家屋
については、10 月から 12 月にかけて家屋
評価を行いますのでご協力をお願いします。
早期に評価を希望の場合は、
ご連絡ください。すでに登
記が完了されたかた、また
は建築確認申請書を提出さ
れたかたは、連絡は不要です。

家屋評価にご協力を

●
建
物
農
機
具
共
済

加
入
し
ま
し
ょ
う

問企画防災課復興企画室
　☎８２－２４６０

琉球フェスタも同時開催    光都フリーマーケット

光都映画祭

　ゴルフをテーマにした男女出会い
の場です。あなたの恋のアプローチ
を応援します。
■日時　９月 23 日㊗午前 10 時受付
■場所　ダイヤモンド佐用
　　　　       カントリークラブ
　現地に直接集合ください。、姫新
線・智頭線をご利用の場合は送迎し
ます（要予約）。
■参加資格　
　20 ～ 40 歳代の男女　各 12 人
　男性　町内在住の独身のかた
　女性　独身のかた（町内外不問）
　※ゴルフ未経験者はご遠慮ください。
■参加費
　女性 5,000 円　男性 7,000 円
■内　容
　ランチパーティー、パッティング
グリーンでのカップインチャレンジ、
ハーフプレーなど
■申込期限　８月 31 日（火）
■主催　佐用町こうのとりの会実行
　委員会

恋のアプローチ

参加者
募　集
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■
日
時　

８
月
21
日
（
土
）

　

午
後
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

長
谷
体
育
館

■
定
員　

先
着
30
人

■
対
象　

５
歳
～
一
般

■
持
参
物　

は
さ
み
、
カ
ッ

　

タ
ー
、
鏡
（
顔
全
体
が
う

　

つ
る
も
の
）、
牛
乳
パ
ッ

　

ク
１
個
、
絵
の
具
道
具
、

　

お
弁
当
、
水
筒

■
注
意
事
項

　

①
持
ち
物
に
は
必
ず
名
前

　
　

を
書
き
ま
し
ょ
う

　

②
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で

　
　

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

③
熱
中
症
に
注
意
し
て
く

　
　

だ
さ
い
。

■
参
加
費　

無
料

お
は
な
し
会
（
申
込
不
要
）

【
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時

■
８
月
の
お
は
な
し

　
「
こ
ぶ
た
の
バ
ー
ナ
ビ
ー
」

【
大
き
い
人（
小
学
３
年
生
以
上
）】

■
日
時　

不
定
期
開
催

①
仮
面
舞
踏
会
へ
行
こ
う
！

　

昨
年
「
き
ょ
だ
い
な
き
ょ

だ
い
な
絵
を
描
こ
う
！
」
で

来
て
い
た
だ
い
た
絵
本
作
家

の
秋
野
亥
左
牟
さ
ん
と
、
今

年
は
い
っ
し
ょ
に
仮
面
を
つ

く
り
、
衣
装
の
か
わ
り
に
顔

や
体
に
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
し

て
、
仮
面
舞
踏
会
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

　

参
加
す
る
に
は
、
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
８
月
は
絵
本
の
会

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
２
時
30
分

■
場
所　

図
書
館
お
は
な
し

　

コ
ー
ナ
ー

■
対
象　

幼
児
・
小
学
生

■
申
し
込
み　

不
要

※
次
回
の
お
り
が
み
教
室

　

10
月
23
日
（
土
）

        8 月   August   葉月       9 月  September   長月
　日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土
　１ ２ ３ ４ ５ ６ ７  　 　 　 １ ２ ３ ４
　８ ９ 10 11 12 13 14  ５ ６ ７ ８ ９ 10 11
  15 16 17 18 19 20 21  12 13 14 15 16 17 18
  22 23 24 25 26 27 28  19 20 21 22 23 24 25
  29 30 31              26 27 28 29 30

※色文字の日は休館日です。開館時間は午前10時～午後６時

図書館カレンダー

　

こ
と
ば
を
話
し
始
め
る
と

も
っ
と
話
し
て
欲
し
い
と
思
っ

た
り
、
同
じ
年
ご
ろ
の
子
よ
り

遅
い
の
か
な
と
心
配
に
な
っ
た

り
と
、
い
ろ
ん
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
ね
。

　

こ
と
ば
の
発
達
は
個
人
差
が

大
き
い
の
で
心
配
し
す
ぎ
な
い

よ
う
に
。
大
切
な
の
は
、
こ
と

ば
の
や
り
取
り
を
楽
し
む
こ
と
、

ゆ
っ
く
り
育
て
る
こ
と
で
す
。

「
バ
、
バ
」
を
「
バ
ス
で
し
ょ
」

と
言
い
直
し
た
り
、「
バ
ス
っ

て
言
っ
て
ご
ら
ん
」
と
言
え
な

い
こ
と
を
無
理
に
言
わ
せ
よ
う

と
す
る
と
、
子
ど
も
は
話
す
と

い
う
こ
と
が
重
荷
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
話
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
を
育
て
る
こ
と
が
、
こ

と
ば
を
育
て
る
近
道
で
す
。

　
「
バ
、
バ
」
に
対
し
て
「
バ

ス
来
た
ね
」
と
大
人
が
ひ
と
言

プ
ラ
ス
し
て
返
し
て
あ
げ
る
と

言
い
た
い
こ
と
が
わ
か
っ
て

も
ら
え
た
と
嬉
し
く
な
っ
て
、

も
っ
と
話
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
ま
た
「
バ
ス

乗
り
た
い
ね
」
と
、
大
人
が
子

ど
も
の
行
動
や
気
持
ち
を
こ
と

ば
に
す
る
こ
と
で
「
思
い
が
通

じ
る
っ
て
楽
し
い
」
と
い
う
感

覚
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
「
バ
、
バ
」
の
中

に
込
め
ら
れ
て
い
る
意
味
や
気

持
ち
を
上
手
に
汲
み
取
り
、
話

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
大
切

に
育
て
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

子
育
て
学
習
会
（
サ
マ
ー
サ
ン
タ
）

■
開
催
日　

８
月
22
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～

草
笛
コ
ン
サ
ー
ト

■
開
催
日　

９
月
４
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
～

問
キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
79
・
３
７
８
８

マ
マ
プ
ラ
ザ
だ
よ
り

こ
と
ば
を
育
て
る

開
館
10
周
年
記
念
事
業
②

図
書
館
夏
休
み
体
験
教
室
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Library  Information

●大人向けの本
　アイデアはどこからやってくる？　岩井俊雄／著　河出書房新社
　良寛　行に生き行に死す　立松和平／著　春秋社
　兵庫歴史探訪ウォーキング　－県内各地で気軽に楽しめるルートガイド
                                    ペンハウス／著　メイツ出版
　官僚村生活白書　　  横田由美子／著　新潮社
　日本経済の真実　－ある日、この国は破産します
　                                           辛坊治郎／著　幻冬舎
　伝説の教授に学べ！ －本当の経済学がわかる本
　                          浜田宏一／著　東洋経済新報社
　〈わかりやすさ〉の勉強法　池上彰／著　講談社
　子育てハッピーアドバイス大好き！が伝わるほめ方・叱り方
　　　　　　　　　明橋大二／著　１万年堂出版
　先生、カエルが脱皮してその皮を食べています！
　（鳥取環境大学の森の人間動物行動学）　      　
　　　                               小林朋道／著　築地書館
　いい医者いい患者いい老後　－「いのち」を見つめる二人旅
　               永六輔・内藤いづみ／著　佼成出版社
　これで安心！シロアリ対策　－アナタの住まいは大丈夫 ?!
　                           神谷忠弘／著　エクスナレッジ

　かんたん！愛情手作りタオルえほん・タオルおもちゃ
                       いしかわまりこ／著　主婦と生活社
　元気が出るえごま料理　－油も実も葉もおいしい
　                       田中敦子／著　農山漁村文化協会
　知識ゼロからの野菜入門　植木もも子／著　幻冬舎
　ビアトリクス・ポターが残した風景
               辻丸純一／写真　メディアファクトリー
　ワクワク！山陰フィッシングガイド
　　－はじめての人も楽しめる！　山陰中央新報社
　終わらざる夏　上・下　浅田次郎／著　集英社
▲善人長屋　                       西条奈加／著　新潮社
★荒ぶる波涛　－幕末の快男児・陸奥陽之助　
　　　　　　　　　  津本陽／著　ＰＨＰ研究所
　プラチナデータ　           東野圭吾／著　幻冬舎
■老猿　                               藤田宜永／著　講談社
　ええもんひとつ（とびきり屋見立て帖）　山本兼一／著　文芸春秋
　小福歳時記　                  群ようこ／著　集英社
　オスカー・ワイルドとキャンドルライト殺人事件
　  ジャイルズ・ブランドレス／著　国書刊行会

●子ども向けの本
　知っておきたい情報社会の安全知識　坂井修一／著　岩波書店
　たのしい科学実験 365 日
　－夏休みなどの自由研究のヒントがいっぱい！　
　                 Ｅ・リチャード・チャーチル／共著　飛鳥新社
　ライオンとねずみ　イソップ／〔原作〕　光村教育図書
　いいことがありました　もりやまみやこ／作　偕成社

　▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光
図書室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

着 図 書 案 内
2010.6.16 ～ 2010.7.15 受け入れ分の一部

　

今
年
も
人
権
標
語
を
募
集
し

ま
す
。
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
る
標
語

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
応
募
方
法　

標
語
、
住
所
、

　

名
前
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

　

用
紙
に
記
入
し
て
、応
募（
持

　

参
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー

　

ル
）
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切　

９
月
10
日（
金
）

■
選　
　

考　

選
考
委
員
会
で

　

５
点
程
度
の
入
賞
作
品
を
選
考

■
表
彰
な
ど　

入
賞
作
品
は
、

　

11
月
27
日
（
土
）
に
開
催
の

　
「
人
権
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス

　

タ
さ
よ
う
２
０
１
０
」
で
表

　

彰
し
、
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　

ま
た
、
啓
発
資
料
な
ど
に
使

　

用
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

〒
６
７
９
｜
５
３
０
１

　

佐
用
町
佐
用
２
５
８
５

　

生
涯
学
習
課
（
月
曜
休
館
）

　
　
　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
82
・
０
３
１
３

　

orihim
e@

tow
n.sayo.lg.jp

　

各
支
所
で
も
受
付
け
ま
す
。

　
「
ブ
タ
が
い
た
教
室
」
を
上

映
し
ま
す
。「
ブ
タ
を
飼
っ
て

大
き
く
な
っ
た
ら
、
み
ん
な
で

食
べ
よ
う
」
と
い
う
約
束
で
、

子
ブ
タ
を
飼
い
始
め
た
６
年
生

の
子
ど
も
た
ち
が
、
卒
業
ま
で

の
１
年
間
、
命
と
向
き
合
っ
た

感
動
の
実
話
で
す
。
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

８
月
18
日
（
水
）

　
【
昼
の
部
】
午
前
10
時
～

　
【
夜
の
部
】
午
後
７
時
～

■
場
所　

上
月
文
化
会
館

■
入
場
料　

無
料

問
上
月
支
所
地
域
振
興
室

　
　
　
　
　

☎
86
・
１
２
１
０

佐
用
町
人
権
推
進
月
間

新

募
集
し
ま
す 

人
権
標
語

８月は

上
月
・
夏
の
映
画
会



20

国民健康保険 限度額適用・標準負担額減額認定証
　医療費の自己負担が高額になったとき、定められた自己限度額
を超えた分は高額療養費として支給されます ( ただし対象外費用
あり）。
　入院した場合の高額療養費は、病院で「限度額適用認定証」ま
たは「限度額適用・標準負担額減額認定証」を提示すると、窓口
での支払い自己負担限度額までとなります。また、国民健康保険
加入者全員と世帯主が住民税非課税の場合は、食事代の減額も受
けられます。
　外来や複数の医療機関への支払いで自己負担限度額を超える場
合や認定証をお持ちでない場合は、後日申請すると支給されます。
　認定証の有効期限は、８月１日から翌年 7 月 31 日まで。更新
手続きや新規交付申請は、住民課、または各支所・出張所で受け
付けています。被保険者証・印かんをご持参ください。
　なお、国民健康保険税を滞納していると、交付が受けられない
場合があります。

問住民課年金・保険室　☎８２－０６６０

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
心
臓
病
や
糖

尿
病
な
ど
の
深
刻
な
生
活
習
慣
病
を
引

き
起
こ
す
要
因
と
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
の
た
め
、
５
月

か
ら
各
地
域
で
集
団
に
よ
る
健
康
診
査

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
諸
事

情
で
受
診
で
き
な
か
っ
た
か
た
を
対
象

に
、
町
内
の
医
療
機
関
で
特
定
健
康
診

査
（
個
別
健
診
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
内
容　

問
診
・
身
体
計
測
・
血
圧
測

　

定
・
尿
検
査
・
生
化
学
検
査
・
腹
囲

　

測
定
・
医
師
の
判
断
に
よ
る
追
加
項

　

目
（
眼
底
・
心
電
図
・
貧
血
検
査
）

■
受
診
対
象
者　

国
民
健
康
保
険
に
加

　

入
の
40
～
74
歳
の
か
た

　

※
年
齢
は
、
健
診
受
診
日
当
日
の
年

　
　

齢

■
受
診
料
（
個
人
負
担
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
５
０
０
円

■
実
施
期
間　

12
月
31
日
（
金
）
ま
で

■
申
し
込
み　

下
記
の
医
療
機
関
へ
直

　

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

①
併
せ
て
が
ん
検
診
の
受
診
を
希
望

　
　

さ
れ
る
か
た
は
、
医
療
機
関
へ
の

　
　

申
込
時
に
そ
の
旨
お
伝
え
く
だ
さ

　
　

い
（
費
用
は
別
途
必
要
）。

　

②
集
団
健
診
を
受
診
さ
れ
た
か
た
は
、

　
　

今
年
度
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

③
受
診
に
は
「
特
定
健
康
診
査
受
診

　
　

券
」
が
必
要
で
す
。

問
住
民
課
年
金
・
保
険
室

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
０

医療機関名 電話番号 実施項目
佐用中央病院 82 － 2154 特定健診・がん検診
佐用共立病院 82 － 2321 特定健診・がん検診
岡本医院 88 － 0605 特定健診
岡尾医院 78 － 0034 特定健診
尾崎内科医院 77 － 0447 特定健診
尾崎病院 77 － 0221 特定健診・がん検診
長田クリニック 88 － 1111 特定健診
織田医院 79 － 2206 特定健診

■実施医療機関

国
民
健
康
保
険
加
入
の
40
～
74
歳
の
か
た
へ

特
定
健
康
診
査
を
受
診
で
き
ま
す

●更新をお忘れなく
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Health  Information

★１歳６か月児健診
　（平成20年12月～平成21年１月生まれ）

　　   ８月17日（火）午後１時～
★ヨチヨチ健康相談（平成21年８月生まれ）

　　   ８月20日（金）午後１時30分～
★４か月児健診（平成22年４月生まれ）

　　   ８月23日（月）午後１時30分～
★すくすく健康相談離乳食教室
　（平成22年１月～２月生まれ）

　　   ９月 ２日（木）午前10時～
★０歳児クラス（２か月～１歳未満）

　　 ９月 ６日（月）
　　   ２か月～６か月児　 午前10時～午前11時30分
　　   ７か月～１歳未満児　午前10時30分～正午
★すてきなママになるための教室（妊婦）

　　    ９月 ６日（月）午前10時～

赤ちゃんとママの行事

■デイ・ケア（精神障がい者社会復帰訓練事業）
　 ８月10日（火）
　 ８月26日（木）
　 午後１時 30 分～午後３時 30 分
※場所は佐用町保健センター

問健康福祉課健康増進室　☎８７－８０２０

行事カレンダー

　

　子宮がんは、一般には高齢者に多いとさ
れるがんですが、30 歳～ 50 歳代が過半
数を占め、子宮頸がんは 20 歳代の発症も
増えています。
■子宮がんの種類と傾向

【子宮頸がん】　子宮の入口である「子宮頸
　部」にできるがん。20 歳～ 40 歳代前
　半の若い年齢層で増加。最近では、卵巣
　に転移しやすいタイプが増えています。

【子宮体がん】　子宮の奥にある「子宮体部」
　にできるがん。中高年で、特に高齢者で
　リンパ節に転移しやすいタイプが増えて
　います。
■子宮がんの症状

【子宮頸がん】　ごく初期には何の症状もあ
　りません。早期に多い症状はおりものや
　不正性器出血などで、進行すると腰痛、

　下腹部の痛み足の痛みが現れ、尿意や便
　意を何度も感じるようになります。

【子宮体がん】　子宮体がんの約 9 割に不
　正性器出血が見られます。閉経後、少量
　ずつ長期にわたる出血がある場合は、早
　めに受診しましょう。
■子宮頸がんの検査方法
　子宮頸部の表面から細胞を取って調べま
す。ほぼ痛みはありません。※体部の検査
は少しの痛みを伴います。
■子宮頸がんは検診で予防
　子宮頸がんは、早期発見すれば治癒率の
かなり高い病気です。20 歳以降は子宮頸
がんの検診を受けましょう。
■検診の結果が「要精密検査」であれば
　必ず早めに専門医を受診し、精密検査を
受けましょう。

子宮がん検診をうけましょう

■こころのケア相談日（要予約）
　 ８月20日（金）
　 午後１時～午後２時
■若者の心と体の相談（要予約）
　 ８月20日（金）
　午後１時～午後３時
　※場所は龍野健康福祉事務所

問龍野健康福祉事務所
　☎０７９１（６３）５１４２ 　いずれも場所はさよう子育て支援センター
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７月20日現在（　）内は前月比

８月上旬～９月上旬

人のうごき

　人　口　２０，０６１人（△２７）
　　　    　男 　９，５５９人 （△１７）
　　　    　女 １０，５０２人 （△１０）
　世帯数　　７，１９８戸（　　７）

　７月中の移動
      出生　　６人　死亡 　３０人
      転入　３０人　転出 　３３人

提供を求めるため、24 時間
対応の「APEC・極左 110 番」
を開設しました。
■開設期間　APEC 警備終了
　まで
■情報提供は次の電話番号へ
　☎０７８( ３７１) ２１１０

　ガレキ・金属類の不燃物は
搬入量の減少のため、第３土
曜日の受け入れを８月以降休
止させていただきます。
　クリーンセンターへの直接
搬入は「可燃物」「不燃物」
ともに、月曜日から金曜日の、
午前９時から午後４時 30 分
の受付となります（土曜日・
日曜日は休業）。
　なお、月～金曜日の間の祝
祭日は、直接搬入の受付・収
集は今までどおり行います。
問佐用クリーンセンター　
　☎８２－０２９３

■得票数（届出順・敬称略）
　井坂信彦                 966 票
　末松信介              3,790 票
　堀内照文                 965 票
　水岡俊一              2,632 票
　高木義彰                   86 票
　吉田愛弥                 535 票
　三橋真記              1,404 票
■当日有権者数
　16,745 人
■投票者総数
　11,188 人
■投票率　　66.81％
問佐用町選挙管理委員会
　☎８２－２５４９（総務課）

お誕生おめでとう
６月21日から７月20日届出分　敬称略

      名　前  　　 保護者       自治会
  
 個人情報のため非掲載 
   
   
   

お悔やみ申し上げます

       名　前     　 年齢     　自治会
　
　
　
　個人情報のため非掲載
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６月21日から7月20日届出分　敬称略

■ちょうみんカレンダー
月日 曜日 内　　容 場　　所 時　間

8/9 月
  台風第 9 号災害
  佐用町追悼式   さよう文化情報センター  10:30 ～

  復興ステージ
  しあわせ運べるように   神姫バス佐用営業所跡地  18:00 ～ 

11 水
  福祉相談   南光地域福祉センター  13:30 ～ 16:00
  新谷のり子コンサート   16㌻をご覧ください。

12 木   高年大学南光教室   南光文化センター  10:30 ～
17 火   高年大学三日月教室   三日月文化センター  10:00 ～ 

18 水

  高年大学上月教室   上月文化会館  10:00 ～

  行政相談

  佐用町保健センター
  13:00 ～ 15:00  上月支所

  南光文化センター
  三日月支所   9:00 ～ 11:00

19 木   高年大学佐用教室   さよう文化情報センター  10:00 ～ 
22 日   スピカ夢コンサート   16㌻をご覧ください

25 水   弁護士相談
（社会福祉協議会に要予約）   佐用町地域福祉センター  13:00 ～ 15:30

29 日  佐用町感謝の集い   11㌻をご覧ください。

第３土曜日不燃物受入業務
８月以降休止します

参議院議員通常選挙
開票結果 ( 兵庫選挙区のみ）

平成 22 年度第２回兵庫県警察官募集　■受付期間　８月６日（金）～８月 25 日（水）まで
くわしくは佐用警察署警務係までお問い合わせください。☎８２－０１１０ ■佐用チャンネルの放送更新日は、８月 13 日（金）・27 日（金）です。

９月23日（祝）から国
勢調査員がうかがいます
　　総務省統計局
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2010/ ８月号

　消防署では、心肺そ生法と
AED、止血法の講習会を行い
ます。
■日時　９月 10 日（金）
　午後１時 30 分～午後４時 30 分
■場所　佐用町消防署３階
　コミュニティ防災センター
■受講料　無料
■募集人員　30 人
　※定員になり次第締切
■募集期間　９月８日 ( 水 ) まで
問消防署　８２－３８７２

　本年度、町の農業振興地域
整備計画の変更を予定してい
ます。この変更に伴い、農地
転用を行う場合に制約のある
農用地区域（農業の振興を図
ることが必要であると定めた
区域）に、①住宅を建てたい
②農業用倉庫を建てたい③車
庫を建てたい④その他、農地
転用をしたい　といった具体
的な計画があるかたは、農用
地の除外協議を受け付けしま
すので、８月 31 日（火）ま
でに申し出てください。
　なお、申し出が有れば除外
できるとは限りませんが、今
回の見直しを行うと、原則５
年間は農用地区域からの除外
を行うことができませんので
ご注意願います。
問農林振興課農林水産振興室
　☎８２－０６６７

　聴覚障がいがあるかた、そ
のご家族、関係者を対象とし
て、さまざまな相談 ( 結婚、
育児、職業、教育など ) に応
じます。
■日時　９月 21 日 ( 火 )
　午前 10 時～午後４時
　( 正午～午後１時は除く )
■場所　佐用町役場 2 階会議室
■相談員　兵庫県立聴覚障が
　い者情報センター相談員・
　手話通訳者
問兵庫県立聴覚障がい者情報センター
    ☎０７８( ８０５) ４１７５
FAX ０７８( ８０５) ４１９２

問健康福祉課社会福祉推進室
　☎　８２－０６６１
　FAX ８２－０１４６

　ユネスコは「物語自分史」に
続き、郡内の絵画愛好者 16 人
の作品約 600 点を収録した「CD
絵画自分史・お茶の間美術館」
を制作しました。これを記念し
てこのたび、合同作品展を開催
いたします。
■日時
　９月１日（水）
　　午後１時～午後６時
　９月２日（木）
　　午前 9 時～午後６時
　９月３日（金）
　　午前９時～午後３時
■場所　さよう文化情報センター
■ CD（一枚千円）の販売は
　会場で行います。
■協賛事業「（神の使い）白鹿」
　作品展
　播磨科学公園都市で飲食店
経営の杉本俊博氏（兵庫県写
真作家協会所属）が、２か月
近くをかけて「白鹿」撮影に
成功した作品をこのたび、ユ
ネスコに協賛して公開、販売
していただけることになりま
した。購入申し込みを受け付
け、別途お渡しします。
問佐用郡ユネスコ協会
　清水樹さん☎ 090(4498)3441
　久保稔さん☎ 090(8658)4043

　県警本部では、APEC 首脳
会議などの開催にともない、
県民の皆さんから幅広い情報

８月31日  火
口座振替日は８月31日（火）です

納税は納期限までに！

Information

今月の納税

納期限

●町県民税（普通徴収）第2期分

問税務課収納管理室
　☎８２－０６６２

農業振興地域整備計画の
農用地区域の見直しについて

APEC 首脳会議開催に伴い
情報収集機関を設置

「CD 絵画自分史・お茶の間美術館」制作完成記念

合同作品展を開催

●介護保険料（普通徴収）第2期分
●後期高齢者医療制度
（普通徴収）第2期分

問住民課年金・保険室
　☎８２－０６６０

悩み相談室

８月31日  火
口座振替日は８月31日（火）です

納税は納期限までに！

納期限

平成 22 年度第２回兵庫県警察官募集　■受付期間　８月６日（金）～８月 25 日（水）まで
くわしくは佐用警察署警務係までお問い合わせください。☎８２－０１１０

西播磨  一斉”打ち水”の日
　打ち水をコミュニケーションの
場として活用するため、８月 13
日（金）午後５時に風呂の残り湯
などで打ち水をしましょう。
■西播磨地域ビジョン委員会

参加者募集
救命講習会

●国保税（普通徴収）第2期分



 

◆
被
災
を
乗
り
越
え
、
日
本
一
に

輝
い
た
刀
匠
の
髙
見
さ
ん
（
本
紙

10
㌻
）
を
取
材
し
た
際
、
被
災
後

の
話
で
、
髙
見
さ
ん
は
当
時
を
思

い
出
し
、
涙
ぐ
み
ま
し
た
。
私
も

当
時
の
報
道
記
事
な
ど
に
ふ
れ
る

と
、
髙
見
さ
ん
と
同
じ
思
い
に
な

り
ま
す
。
◆
昨
年
の
集
中
豪
雨
翌

日
の
夕
方
、
役
場
周
辺
で
泥
か
き

作
業
を
し
て
い
る
と
き
、
空
に
虹

が
か
か
り
ま
し
た
。
通
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。
◆
あ
の
日
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月
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つ
ら
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悲
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を
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忘
れ
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災
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い
ま
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の
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希
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虹
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だ
と
思
い
ま
す
。
Ⓗ

■ 編集・発行 / 佐用町広報委員会　〒 679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1  　☎ 0790-82-2521( 代 )
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　山川に囲まれた農道を目をキラキラさせなが
ら歩きます。マイペースに立ち止まっては空を
見上げ、土や草を相手に長い間座り込んだり。
石井の自然のように大きく優しく育ってね。

   ベニデス  世
セ リ オ

李和ちゃん  

 

　乃井野にある日岡八幡神社は平安時代のころ、今の三
日月地域にあった荘園の領主である石清水八幡宮 ( 現・京
都府八幡市）の播磨別宮として勧

かんじょう

請したのが始まりと伝
えられています。宮は末社・氏子も多く、平安時代・中
世を通じて長らく栄えていたようですが、安土・桃山時
代ごろに衰微し、さらには江戸時代の寛永元 (1624) 年に
野焼きの火が引火して、本殿を始め残らず焼失してしま
ったそうです。
　しばらくは仮殿を建てていましたが、神主の船曳氏は
乃井野の大庄屋である井上氏を願主として、広山・三日月・
東本郷・志文・春哉・真宗の各村庄屋たちと相談し、寄
付を募って宮を再建するために動き始めました。
　こうして火事から 32 年後、明暦二 (1656) 年になって
現在みられる本殿が完成しました。なお棟梁として姫路
藤原喜左衛門の名が棟札に残っています。
　その後元禄十 (1697) 年になって森長俊が津山から三日
月に移ると、境内の一部を屋敷地にしたことで八幡神社
を信仰したとされ、本殿の修理を始め透

すかしべい

塀・鳥居・神楽殿・
石垣練

ねりべい

塀・石段・随
ずいしんもん

身門・神倉・灯
とうろう

籠・御
みこし

輿などが寄進され、
拝殿の建て直し、高

こう ら

良神社の建立なども行われたようで
す。さらに明治の廃藩まで本殿・透塀・鳥居に関しては
森家が一切を賄っていました。
　日岡八幡の本殿は三間社流

ながれづく

造り・千
ち ど り は ふ

鳥破風・軒唐
か ら は ふ

破風
といった、近世神社本殿建築の特徴をよくあらわし、ま
た細部意匠にも優れていることから、町の貴重な文化財
として昭和 63年に町指定建造物に指定されました。
（参考文献：三日月町史ほか）

佐用町の誇り　

～日岡八幡神社本殿～
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　XFELに使われているネオジム磁石。文房具と
して使用される磁石の100倍以上強力なこの磁
石は、身近なところでも使用されています。ネ
オジム磁石が使われていない 製品はどれ？

（１）ヘッドフォン　　（２）ハイブリッド車
（３）液晶ディスプレイ

　SPring-8 キャンパス
内に建設中の X 線自由
電子レーザー（XFEL）
施設の実験研究棟が 5
月に完成しました。現
在 は 棟 内 に あ る 実 験
ホールの整備が進んでいます。加速器棟、光源棟
を経て作り出された XFEL は実験ホールに運ばれ、
さまざまな実験が行われます。
　全長 700㍍に及ぶ XFEL 施設が完成し、残され
た内部機器の設置などの最終段階に入っています。
7 月 20 日から XFEL（加速器棟のみ）も SPring-8
で行っている一般見学のルートに入りました。

光クイズ

見えないものが見えてくる

S
ス プ リ ン グ

Pring-８
エ イ ト

／X
エックスエフイーエル

FEL

SPring-8 見学ツアー申し込み受付中
　 予 約 は 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.spring8.
or.jp/ja/about_us/site_tour）から可能です。
■見学についてのお問い合わせ　
　高輝度光科学研究センター広報室
　☎０７９１（５８）２７８５ 

はがき・FAX・メールで住所、名前、年齢、電話番号、答
えを記入し、役場広報室へお送りください。正解者から３
人に景品をお送りします。


